
今月の主な内容 今月の表紙
第36回「和歌山県小学校人権の花運動」写真コンテス
トにおいて町内小学校３校が優秀賞を受賞しました

この運動は人権啓発活動の一環として、和歌山県人権啓
発活動ネットワーク協議会が、毎年県内の小学校を対象
に実施しているものです。今年は県下111校の応募があり、
紀美野町から下神野小学校・野上小学校・小川小学校の３
校が優秀賞を受賞しました。児童の皆さんはじめ関係者の
方々、おめでとうございます。児童の皆さんが、思いやり
の心で育てた花が咲き、小学校がより一層明るい雰囲気と
なりました。
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日
ま
で
で
す
。

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】

山
本　

慶
一
（
下
佐
々
） 

上
田　

正
弘
（
柴
目
）

千
田　

容
央
（
福
井
）　

 

先
浦　
　

法
（
西
野
）

辻
本　

剛
士
（
永
谷
）　

 

下
垣
内
鳴
海　

康
純
（
箕
六
）

新
野　

啓
司
（
松
ケ
峯
） 

中
谷　

康
弘
（
毛
原
下
）

上
東　

敏
男
（
長
谷
宮
） 

中
谷　

恭
育
（
真
国
宮
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

紀
美
野
町
農
業
委
員
会

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

（
美
里
の
湯
か
じ
か
荘
）

施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
の
活
力
を
活
用

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
縮
減
を

図
る
た
め
、
次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
施
設
名　

紀
美
野
町
美
里
の
湯
か
じ
か
荘

（
菅
沢
６
番
地
外
）

■
設
置
の
目
的

豊
か
な
地
域
資
源
の
有
効
利
用
を
図
り
、

農
林
業
の
振
興
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
推
進
お
よ
び　

地
域
住
民
と

都
市
住
民
と
の
交
流
等
を
図
り
、
本
町
の
地

域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
。

■
指
定
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　

～
平
成
36
年
３
月
31
日

■
募
集
要
項
の
交
付

　

平
成
30
年
10
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　

～
11
月
２
日
（
金
）

■
申
請
書
等
の
提
出
期
間

　

平
成
30
年
10
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　

～
11
月
２
日
（
金
）

■
応
募
資
格

県
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
し
、
安
全
円

滑
に
対
象
施
設
を
管
理
運
営
で
き
る
法
人
そ

の
他
の
団
体

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
管
財
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

平
成
30
年
度　

第
２
回
町
民
一
斉

清
掃
10
月
21
日
（
日
）

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域
の
み
ん
な

で
力
を
あ
わ
せ
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分
た

ち
の
手
で
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
旧
野
上
町
地
区
】

・
８
時
30
分
～
11
時
ま
で
に
中
央
公
民
館
横

（
北
側
駐
車
場
）
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
公
民
館
横
駐
車
場
は
運
搬
車
で
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
必
ず
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
旧
美
里
町
地
区
】

・
午
前
中
に
各
粗
大
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
砂
や
泥
等
は
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

事
務
局  

教
育
委
員
会
教
育
課

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９

『
チ
ェ
ッ
ク
し
な
く
ち
ゃ
。
最
低

賃
金
』

■
和
歌
山
県
最
低
賃
金　

時
給
８
０
３
円

■
効
力
発
生
日　

10
月
１
日
（
月
）

詳
し
く
は
、
和
歌
山
労
働
基
準
部
賃
金
室

ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
労
働
基
準
部
賃
金
室　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
５
２

新
し
い
農
業
委
員
、
推
進
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
い
新
制
度
の
下
で
選
出
さ

れ
た
14
人
の
紀
美
野
町
農
業
委
員
会
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
30
年
９

月
１
日
か
ら
平
成
33
年
８
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
等
の

ご
相
談
は
農
業
委
員
会
へ
お
願
い
し
ま
す
。

【
農
業
委
員
会
委
員
】

会
長岩

脇　
　

功
（
福
井
）

会
長
職
務
代
理

前
田　

昌
克
（
鎌
滝
）

山
本　
　

滿
（
下
佐
々
） 

葊
尾　

直
彦
（
動
木
）

森
本　

隆
弘
（
長
谷
）　

 

田
尻　

昭
人
（
坂
本
）　

 

南　
　

秀
和
（
釜
滝
）

道
浦　

敏
永
（
神
野
市
場
） 

上
中　

和
也
（
大
角
）　

 

前　
　

雅
雄
（
中
）

大
家　

啓
延
（
小
西
）　

 

上
柏　

睆
亮
（
毛
原
中
）

宮
西　

幸
次
（
蓑
津
呂
） 

部
家　
　

豊
（
花
野
原
）

　

９
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
委
員
会
総

会
で
10
人
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

新
た
に
選
出
・
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
30
年
９
月
５
日
か
ら
平
成
33
年
８
月
31
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「
無
料
・
空
き
家
な
ん
で
も
相
談

会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

空
き
家
に
関
す
る
相
談
を
行
政
職
員
と
専

門
家
が
無
料
で
相
談
対
応
い
た
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

・
第
１
回　

10
月
９
日
（
火
） 

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

・
第
２
回　

12
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

・
第
３
回　

２
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
開
催
場
所　

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛　

　
（
和
歌
山
市
手
平
２
丁
目
１
‐
２
）

※
和
歌
山
市
、
海
南
市
、
紀
美
野
町
内
の
空

き
家
が
対
象

　

そ
の
他
の
対
象
地
域
に
つ
い
て
も
県
内
各

振
興
局
に
お
い
て
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
方
法　

①
名
前

②
連
絡
先

③
相
談
内
容

④
参
加
希
望
日

⑤
参
加
会
場
を
県
庁
建
築
住
宅
課
ま
で
事

前
に
電
話
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ

さ
い
。（
申
込
み
が
無
い
場
合
で
も
相

談
対
応
可
能
で
す
。）

■
問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
庁
建
築
住
宅
課

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
１
８
４

Fax 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
２
０
３
８

空
き
家
の
管
理
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
住
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

空
き
家
の
活
用
等
に
関
す
る
問
い
合
せ

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
課

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

10
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
14
時　

■
場
所　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
附
属

　
　
　
　

看
護
専
門
学
校　

４
階
体
育
館

■
テ
ー
マ　

肺
炎
の
お
は
な
し

■
講
師　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院　

　
　
　
　

副
院
長　

柳
や
ま
ぎ
も
と本　

立り
ゅ
う
た太
医
師

現
在
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
３
位
と
な
っ

て
い
る
肺
炎
に
つ
い
て
、
呼
吸
器
の
専
門
で

あ
る
柳
本
副
院
長
に
普
段
か
ら
気
を
付
け
る

こ
と
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、ム
セ
に
く
い
食
事（
嚥

下
食
）
の
展
示
・
試
食
も
お
こ
な
い
ま
す
。

肺
炎
を
予
防
し
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し

ま
し
ょ
う
！
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院　

事
務
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
７
８（
代
表
）

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
だ
よ
り

平
成
30
年
10
月
号

今
年
の
７
月
１
日
か
ら
、
国
保
野
上
厚
生

総
合
病
院
の
内
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
を
卒
業
後
は
、
福

井
赤
十
字
病
院
、
国
立
病
院
機
構
和
歌
山
病

院
な
ど
で
、
主
に
呼
吸
器
内
科
の
診
療
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
し
た
。
呼
吸
器
疾
患
と
い
え

ば
、
肺
癌
、
肺
炎
、
肺
結
核
、
気
管
支
喘
息
、

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

長
引
く
咳
、
痰
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
、

特
に
喫
煙
歴
が
長
い
方
は
注
意
が
必
要
で

す
。ま

た
、
検
診
な
ど
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
で

異
常
を
指
摘
さ
れ
た
方
な
ど
も
お
気
軽
に
受

診
し
て
い
た
だ
き
、
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

国保野上厚生総合病院

副院長　柳
やなぎもと

本　立
りゅうた

太
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平
成
30
年
度
紀
美
野
町
敬
老
会
が
、
９
月

８
日
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ま
た
９
日

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
75
歳
以
上
の
招

待
者
２
，
３
４
９
人
の
う
ち
、
２
会
場
合
わ

せ
て
７
９
０
人
の
方
々
が
元
気
に
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
が
「
皆
さ
ん
と
長

寿
を
喜
び
あ
え
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。
今
後
と
も
お
知
恵
を
お
借
り
し
な

が
ら
町
行
政
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。
健
康

に
は
気
を
付
け
ら
れ
心
豊
か
な
人
生
を
過
ご

せ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。｣

と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
模
範
老
人
（
20
人
）
、
敬

老
篤
行
者
（
３
人
）
お
よ
び
こ
の
１
年
間
に

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
（
４
人
）

が
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

来
賓
の
方
々
よ
り
ご
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
最

後
に
橘
本
博
さ
ん
（
毛
原
宮
）
と
加
納
国

孝
さ
ん
（
吉
野
）
よ
り
、
参
加
者
を
代
表
し

て
、
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
後
の

第
二
部
の
演
芸
で
は
北
山
た
け
し
さ
ん
、
林

田
麻
友
子
さ
ん
、
地
元
の
河
村
一
樹
さ
ん
の

歌
謡
、
そ
し
て
、
桂
枝
曾
丸
さ
ん
の
落
語
が

約
１
時
間
30
分
に
わ
た
り
披
露
さ
れ
、
出
席

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

～
認
知
症
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
連
携
協
定
～

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
９
月
18
日
に
「
認
知
症
と
共
生
す
る
地

域
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
は
世
界
で
初
め
て
の

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
治
療
剤
の
発
売

が
有
名
で
、
近
年
全
国
各
地
の
自
治
体
や
医

師
会
等
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
本
町

は
県
内
で
御
坊
市
、
海
南
市
に
続
き
３
番
目

と
な
り
ま
す
。

こ
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
、
研
修
へ
の
協

力
や
情
報
の
提
供
な
ど
が
受
け
や
す
く
な

り
、
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
や
認
知

症
の
理
解
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

８
月
25
日
、
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
の

一
環
と
し
て
、
紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
’18

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
よ
り
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
、
の

か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
や
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

に
通
じ
る
町
道
長
谷
国
木
原
線
を
は
じ
め
、

紀
州
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
な
ど
５
路
線
に

て
、
地
元
住
民
の
方
々
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
約
50
人
の
協
力
を
得
て
、
道
路

沿
い
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
収
集

し
、
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

猛
暑
の
な
か
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
方
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」

敬
老
会
２
会
場
で
開
催

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
と
の
連
携
協
定

締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

加納　国孝さん

橘本　博さん

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
’18

道
路
清
掃
を
実
施
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平
安
時
代
末
、
上
皇
の
熊
野
御
幸
（
熊
野

へ
赴
く
恒
例
行
事
）
の
際
、
往
路
は
湯
浅
の

宿
、
復
路
は
近
露
の
宿
ま
で
、
必
要
な
物
資

の
調
達
を
神
野
真
国
荘
が
命
ぜ
ら
れ
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
み

る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」
で
は
、
熊
野
三
山

を
巡
り
な
が
ら
そ
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

「
紀
美
野
と
熊
野
三
山
」

■
日
時　

11
月
１
日
（
木
）
※
雨
天
決
行

７
時
30
分
に
紀
美
野
町
役
場
本
庁
を
出
発

し
ま
す
。
（
17
時
頃
解
散
予
定
）

■
集
合　

本
庁
駐
車
場
（
７
時
）
・

海
南
市
民
グ
ラ
ン
ド
駐
車
場（
７
時
30
分
）

■
定
員　

40
人
（
申
込
先
着
順
）

■
参
加
費　

２
，
０
０
０
円
※
当
日
集
金

（
昼
食
・
保
険
料
含
む
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
必
要
に
応
じ
て
雨
具　

■
申
込
締
切　

10
月
25
日
（
木
）
17
時

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
主　

催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

ま
ち
づ
く
り
課

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

・
保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

・
美
里
支
所
住
民
室

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

・
き
み
の
こ
ど
も
園

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

・
神
野
保
育
所

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９ 

※
詳
細
は
紀
美
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

■
勤
務
場
所　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

■
業
務
内
容　

看
護
補
助
業
務

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
勤
務
時
間　

シ
フ
ト
制（
休
憩
１
時
間
含
）

①
７
時
30
分
～
16
時
15
分

②
８
時
30
分
～
17
時
15
分

③
10
時
30
分
～
19
時
15
分

■
賃
金
・
待
遇　

月
額　

１
５
３
，
０
０
０
円
～

（
有
資
格
者
の
方
は
優
遇
有
）

通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手
当
・
熟
練
手

当
・
危
険
手
当
（
精
神
科
病
棟
勤
務
の
場

合
）、
各
種
社
会
保
険
完
備
、
制
服
貸
与
、

院
内
保
育
所
完
備
、
年
次
有
給
休
暇
有

（
採
用
後
６
か
月
以
降
）、特
別
休
暇
等
有

■
勤
務
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７

■
募
集
職
種　

介
護
職
員

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
勤
務
時
間

早
出
・
日
勤
・
遅
出
・
夜
勤
（
介
護
職
）

※
土
・
日
・
祝
日
勤
務
可
能
な
人

■
賃
金
・
待
遇　

日
額
８
，
０
０
０
円

別
途
、
通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手
当
・

夜
間
（
介
護
職
）
勤
務
手
当
・
休
日
勤
務

手
当
、
各
種
社
会
保
険
完
備
、
退
職
金
制

度
、
昇
給
制
度
有
り

※
６
か
月
経
過
後
に
月
額
職
員
に
登
用
の

途
有
り

※
資
格
取
得
に
伴
う
援
助
制
度
有
り

■
応
募
資
格　

特
に
問
わ
な
い

平
成
31
年
度
保
育
所
・
こ
ど
も
園
の
入
所

（
園
）
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
児　
　

保
護
者
、
児
童
が
紀
美
野
町

内
に
住
民
票
を
有
し
、
集
団
保
育
（
教

育
）
可
能
な
児
童
か
つ
保
護
者
の
就
労
等

に
よ
り
自
宅
で
保
育
で
き
な
い
児
童

■
入
所
年
齢
（
月
齢
）

・
き
み
の
こ
ど
も
園
：
幼
稚
園
部

小
学
校
就
学
前
の
４
月
２
日
時
点
で
満
３

歳
以
上
の
児
童

・
き
み
の
こ
ど
も
園
：
保
育
所
部

小
学
校
就
学
前
の
満
６
か
月
以
上
の
児
童

（
入
所
日
は
翌
月
１
日
）

・
神
野
保
育
所

小
学
校
就
学
前
の
満
１
歳
以
上
の
児
童

（
入
所
日
は
誕
生
日
以
降
、
慣
ら
し
保
育

が
必
要
な
場
合
は
誕
生
日
か
ら
起
算
し
て

10
日
前
）

■
申
請
書
類　
　

　

認
定
申
請
書
兼
入
所
（
園
）
申
請
書

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
添
付
書
類
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

10
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
応
募
資
格　

特
に
問
わ
な
い

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
選
考
日　

随
時

（
応
募
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。
）

■
申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
郵
送
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
採
用
担
当

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
７
８

〒
６
４
０
‐
１
１
４
１

紀
美
野
町
小
畑
１
９
８

■
選
考
方
法　

面
接
試
験　
　

■
選
考
日　

随
時

■
申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
す
ら
ぎ
園
事
務
局

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

『
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
』の
ご
案
内

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
臨
時
職
員

の
募
集
に
つ
い
て

や
す
ら
ぎ
園
臨
時
職
員
募
集
に
つ
い

て

お
知
ら
せ
・
募
集

平
成
31
年
度

保
育
所
等
入
所
関
係
手
続
き
の
お
知
ら
せ
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認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症
当
事

者
や
、
趣
旨
に
賛
同
し
た
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る

た
す
き
リ
レ
ー
の
ゴ
ー
ル
に
合
わ
せ
、
歌
や

演
舞
、
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
ク
イ
ズ
な

ど
、
楽
し
く
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

き
み
ち
ょ
ん
・
き
ら
み
ん
も
登
場
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日
時　

10
月
６
日
（
土
）
11
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

（
雨
天
の
場
合
は
セ
ン
タ
ー
内
）

■
内
容　

・
き
み
の
児
童
合
唱
団
に
よ
る
歌
声
披
露

・
亀
っ
子
ソ
ー
ラ
ン
隊
に
よ
る
南
中
ソ
ー

ラ
ン
の
演
舞

・
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う
○
×
ク
イ
ズ

・
み
ん
な
で
も
り
あ
が
ろ
う
！
ラ
フ
タ
ー

（
笑
い
）
ヨ
ガ
、
頭
と
体
を
つ
か
っ
て

ゲ
ー
ム　

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
福
祉
課
内
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

族
（
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険

料
も
合
わ
せ
て
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
30
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
送
付
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
（
平
成
30
年
10
月

２
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
、

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方

は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
）

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と

き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室　

℡ 
０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
お
よ
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
控
除
の
対
象
に
な

る
の
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
で
、
ご
自
身

の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
、
「
酒
類
・
外

食
を
除
く
飲
食
料
品
」
お
よ
び
「
週
２
回
以

上
発
行
さ
れ
る
新
聞
（
定
期
購
読
契
約
に
基

づ
く
も
の
）
」
を
対
象
に
消
費
税
の
「
軽
減

税
率
制
度
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

軽
減
税
率
制
度
は
、
飲
食
料
品
等
の
軽
減

税
率
対
象
品
目
を
取
り
扱
う
事
業
者
の
方
だ

け
で
な
く
、
全
て
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の

あ
る
制
度
で
す
。
準
備
は
ま
だ
ま
だ
先
？
い

い
え
、
そ
ろ
そ
ろ
ス
タ
ー
ト
で
す
！

■
問
い
合
わ
せ　

海
南
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
９
０
０

（
内
線
51
）

お
電
話
い
た
だ
く
際
は
、音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
沿
っ
て
、「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

電
車
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
誰
も

が
利
用
し
や
す
く
、
特
に
車
を
運
転
し
な
い

人
に
と
っ
て
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

交
通
手
段
で
す
。

近
年
、
道
路
交
通
網
の
発
展
に
よ
り
、
電

車
の
利
用
、
特
に
紀
勢
本
線
の
利
用
客
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
生
活
基
盤
で
あ
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
域
振
興
や
産
業
振
興

に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
紀
勢
本
線
を
地
域

で
支
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議

会
加
盟
の
市
町
村
で
は
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
紀
美
野
町
民
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
旅
行
な
ど
で
お

出
か
け
の
際
に
は
『
渋
滞
な
し
で
時
間
に
正

確
』
、
『
安
全
性
が
高
い
』
、
『
地
球
環
境

へ
の
影
響
が
少
な
い
』
と
い
っ
た
利
点
の
多

い
電
車
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
管
財
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「to w
alk w

ith

～
と
も
に
歩
む
～
」

を
開
催
し
ま
す

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
を
開

催
し
ま
す

紀
勢
本
線
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

開催日時
11月22日（木）
13時30分

～14時30分

10月16日（火）
13時30分

～14時30分

11月19日（月）
13時30分

～14時30分

開催場所 中央公民館
大ホール

海南市海南保健福祉センター
２階多目的ホール

同日開催 年末調整説明会　　　　改正法人税法説明会　　年末調整説明会　　

※どなたでもご参加いただけますが、会場の収容人数を超えた場合
には、受付を終了することがありますので、あらかじめご了承く
ださい。
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平
成
30
年
度
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】　

★
こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
の
ご
案
内

　

(

１
歳
児
～
） 

 
 

 

■
き
み
の
こ
ど
も
園

10
月
22
日
（
月
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

■
神
野
保
育
所

10
月
３
日
（
水
）
・
17
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９ 

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内 

 

■
コ
ア
ラ
教
室
【
10
月
３
日
（
水
）
】

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）　

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

神
野
保
育
所

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
10
月
24
日
（
水
）
】

（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
10
月
15
日
（
月
）
実
施　

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
10
月
16
日
（
火
）
実
施

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～ 

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。 

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　
　
　
　
　

３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、

　
　
　
　
　

31
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
各
種
検
診
結
果
を
説

明
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
今

後
の
よ
り
よ
い
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

生
活
改
善
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
保
健
師
・

栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ
イ
ル

を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

※
ご
希
望
に
よ
り
血
圧
測
定
・
検
尿
・
体
脂

肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
も
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

い
く
つ
に
な
っ
て
も
食
事
を
お
い
し
く
食

べ
る
た
め
、
今
一
度
健
康
と
食
事
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
の
教
室
の
内
容
は
、
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
、
保
健
師
か
ら
の
講
話
と
調
理
実
習
で

す
。10

月
の
予
定

■
日　

時　

10
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

15
人

■
申
込
締
切　

10
月
10
日
（
水
）

■
用
意
す
る
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
食
材
料
費
３
０
０
円

■
10
月
の
講
座
内
容

・
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

・
唾
液
の
お
話

・
調
理
実
習

（
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
か
ら
も
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
10
月
の
日
程
）
】

【
健
康
づ
く
り
講
座
の
お
知
ら
せ
】

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）
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【
対
象
者
】

　

紀
美
野
町
に
住
所
登
録
の
あ
る
、
接
種
日

の
年
齢
が
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
。
確

認
の
た
め
接
種
の
際
は
健
康
保
険
証
や
運
転

免
許
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
満
65
歳
以
上
の
方

②
満
60
歳
か
ら
64
歳
で
一
定
の
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
・
ヒ
ト
免
疫
不

全
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
を
有
す
る

方
。
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
接
種
期
間
】
平
成
30
年
10
月
１
日
（
月
）

～
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
や
重
症
化
を
予

防
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
費
用
を
町
が
一
部
助
成
し
ま
す
。
こ

の
予
防
接
種
は
、
希
望
さ
れ
た
方
が
受
け
る

任
意
の
予
防
接
種
と
な
り
、
保
護
者
の
判
断

で
接
種
を
決
め
る
も
の
で
す
。

■
対
象
者　

紀
美
野
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
接
種
日
に
お
い
て
満
１
歳
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

■
助
成
の
対
象
期
間

　

平
成
30
年
10
月
１
日
（
月
）

～
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

■
助
成
回
数

　

・
１
歳
～
13
歳
未
満
は
２
回
ま
で

　

・
13
歳
～
中
学
校
３
年
生
は
１
回

■
助
成
額

２
，
０
０
０
円
／
回
（
接
種
に
要
し
た
費

用
が
２
，
０
０
０
円
未
満
の
場
合
、
そ
の

額
を
助
成
し
ま
す
。
）

■
助
成
方
法　

償
還
払
い

（
医
療
機
関
窓
口
で
予
防
接
種
料
金
を
支

払
い
、
申
請
手
続
き
後
に
町
か
ら
指
定
し

た
口
座
へ
助
成
金
額
を
振
り
込
み
ま
す
。）

■
助
成
申
請

　

申
請
場
所
：
保
健
福
祉
課

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

持
参
物
：　

領
収
書
（
被
接
種
者
名
、
接

種
日
、
金
額
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

■
日
時　

10
月
28
日（
日
）８
時
30
分
～
10
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

３
階

■
フ
ッ
素
塗
布
の
対
象
（
フ
ッ
素
に
は
歯
の

質
を
強
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
）

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
28
年
10
月
31

日
生
ま
れ
の
子
ど
も

（
平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年
４
月

１
日
生
ま
れ
は
フ
ッ
素
洗
口
を
し
て
い
な

い
子
ど
も
）

※
歯
科
健
診
は
、
町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

種
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）
、
印
鑑
、

振
り
込
み
先
が
わ
か
る
も
の
を
持
参
く
だ

さ
い
。

※
領
収
書
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
接
種
し
た

こ
と
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
接
種
済
証

ま
た
は
、
母
子
手
帳
で
該
当
ペ
ー
ジ
の
写

し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
：
平
成
31
年
３
月
29
日

（
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
受
付
で
き
な
い

た
め
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

そ
の
他
：
２
回
接
種
さ
れ
る
方
は
２
回
目

が
終
了
し
て
か
ら
、
２
回
分
を
あ
わ
せ
て

申
請
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
一
世
帯
で
複

数
人
の
申
請
が
あ
る
場
合
も
必
ず
、
あ
わ

せ
て
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
接
種
回
数
】
１
回

（
２
回
目
以
降
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

【
自
己
負
担
金
】   

１
，
５
０
０
円　

※
生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
無
料
券
を
発
行

し
ま
す
の
で
保
健
福
祉
課
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
実
施
医
療
機
関
】
県
内
協
力
医
療
機
関　
　

※
海
南
海
草
郡
内
の
医
療
機
関
は
直
接
医
療

機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
海
南
海
草
郡
以
外
で
接
種
さ
れ
る
場
合
は

紀
美
野
町
の
予
診
票
が
必
要
で
す
の
で
、

保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
県
内
で
一
部
実
施
し
て
い
な
い
医
療
機
関

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

紀美野町実施医療機関（℡ 073）

岩橋医院　
きみのファミリークリニック ４８９－２１５０

小馬場医院　樋　下
　　　　　　長谷宮

４９５－２０１２
４９９－０００２

谷田クリニック ４８９－６８００

にしもと内科クリニック ４８９－８３３８

みぞばたクリニック ４８９－６１００

国吉診療所 ４９８－０００２

長谷毛原診療所 ４９９－０３００

野上厚生総合病院　
※予約不要 ４８９－２１７８

小川診療所 ４８９－２４０１

志賀野診療所 ４８９－５１１２

真国診療所 ４９７－０００２

細野診療所 ４９７－０２４１

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

10
月
か
ら
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
費
用
助
成
に
つ
い
て

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ
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が
ん
は
昭
和
56
年
よ
り
我
が
国
の
死
因
の

第
１
位
で
あ
り
、
平
成
28
年
に
は
年
間
約

37
万
人
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
と
と

も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
死
亡
数
を
減
ら
す
た
め
に
は
が
ん

検
診
の
受
診
率
の
向
上
が
重
要
で
、
目
標
は

50
％
で
す
。

今
年
度
未
受
診
の
方
は
、
ぜ
ひ
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

紀
美
野
町
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
は
無
料

で
す
。

10
月
28
日
（
日
）
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

右
記
の
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
海
南
海
草
協
力
医
療
機
関
で
も
年
間
通

じ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
お
も
い
や
り
」

臓
器
移
植
は
、
皆
様
か
ら
の
臓
器
提
供
が

あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
あ
な
た
の
意

思
で
助
か
る
い
の
ち
が
あ
り
ま
す
。
「
臓
器

提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」
に
ご
自
身
の
意
思

を
表
示
し
て
携
帯
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

「
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」
は
市
町

村
役
場
、
保
健
所
等
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
『
10
月
は
目
の
愛
護
月
間
』
・

　

『
10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー
』

　

「
今
年
も
し
っ
か
り
目
目
チ
ェ
ッ
ク

目
の
こ
と
な
ら
、
お
近
く
の

眼
科
専
門
医
へ
！
」

目
の
病
気
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重

要
で
す
。
「
目
の
愛
護
デ
ー
」
を
機
会
に
目

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
視
覚
障
害
に
悩
む
人
が
角
膜
移
植

を
受
け
て
視
力
が
回
復
で
き
る
よ
う
に
、
死

後
の
献
眼
登
録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
薬
務
課

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
６
６
３

　

公
益
財
団
法
人
わ
か
や
ま
移
植
医
療
推
進
協
会

　

℡
０
７
３
‐
４
２
４
‐
７
１
３
０

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直

接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
巡
回
相
談

日
以
外
で
も
電
話
相
談
は
随
時
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
相
談
窓
口
（
巡
回
相
談
予
約
先
）

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

指
定
相
談
支
援
事
業
所

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

・
療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

・
海
草
圏
域
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
所
ら
ん

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

10月22日（月）
９ 時 30 分～ 10 時 30 分 ( 受付 )

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取り
にお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師
が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

10月10日（水）　
10月24日（水）　　

13 時 30 分～
骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

10月22日（月）　　　　　　　
10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡０７３‐４８２‐０６００

10
月
１
日
～
31
日
は

「
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
達
成
に
向
け
た

集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」
で
す

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

『
10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
』

平成28年度　がん検診受診率（69歳以下）
【単位：％】

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮頸がん 乳がん
全 国 21.5 22.5 25.7 40.5 41.8
和歌山県 25.6 27.8 28.0 51.3 47.0
紀美野町 19.8 51.5 42.9 57.8 40.1
※平成28年度地域保健事業報告による受診者数

と平成27年度国勢調査に基づく推計対象者
数による計算

がん検診対象者
40歳以上：胃がん・肺がん・大腸がん
40歳以上女性：乳がん（２年に１回）
20歳以上女性：子宮頸がん
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

★
星
の
ブ
ラ
ン
コ
…
長
さ
２
８
０

ｍ
、
最
高
地
上
高
50
ｍ
の
国
内

最
大
級
の
吊
り
橋

■
日
時　

11
月
23
日(

金) 

■
コ
ー
ス　

大
阪
府
四
條
畷
市
～

大
阪
府
交
野
市
（
ほ
し
だ
園

地
）
に
至
る
往
復
約
８
㎞
の

コ
ー
ス

※
高
い
所
が
苦
手
な
人
は
、
星
の

ブ
ラ
ン
コ
を
渡
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
日
程　

中
央
公
民
館
前　

受
付

８
時
～
８
時
20
分
、
８
時
30
分

出
発
、
17
時
帰
館
予
定

■
持
ち
物  

弁
当
・
飲
み
物
・
ピ
ク

ニ
ッ
ク
シ
ー
ト
・
雨
具
・
防
寒
具

等
ハ
イ
キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の 

■
参
加
費　

２
，
５
０
０
円
（
町

内
中
学
生
以
下
無
料
、
町
外
の

方
３
，
５
０
０
円
）

※
当
日
、
徴
収
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　

10
月
31
日
（
水
）

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ
往
復
は
が
き
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
は
が

き
１
枚
で
４
人
ま
で
申
し
込
み

可
能
。
）

※
先
着
80
人
、
電
話
で
の
申
込
不
可

■
主
催　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
・
青
少
年
育
成
委
員
会

■
そ
の
他

・
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。

・
雨
天
中
止
。
中
止
の
場
合
、
６

時
30
分
頃
代
表
者
に
電
話
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

・
往
復
は
が
き
に
は
、
必
ず
電
話

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
日
時　

11
月
17
日
（
土
）

　

９
時
30
分
～
21
時
30
分

11
月
18
日
（
日
）

　

９
時
30
分
～
15
時

■
展
示
【
17
・
18
日
】

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
生
け
花
、

ち
ぎ
り
絵
、
絵
手
紙
、
リ
サ
イ

ク
ル
ア
ー
ト
、
陶
芸
、
手
編

み
、
折
り
紙
、
小
川
小
学
校
生

徒
の
作
品
、
小
川
地
区
保
育
園

児
の
作
品
、
地
区
サ
ロ
ン
の
作

品
、
一
般
作
品

■
サ
ー
ク
ル
発
表
【
17
日
】

【
女
性
料
理
】
午
前
中

（
試
食
で
き
ま
す
）

【
茶
席
】
12
時
30
分
～

【
男
性
料
理
】
13
時
～

（
お
持
ち
帰
り
あ
り
ま
す　

先
着
順
）　

【
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
】

13
時
～
（
人
形
劇
等
）

＊
子
ど
も
た
ち
に
は
お
土
産
あ
る
よ

【
ナ
ツ
メ
ロ
】

18
時
30
分
～
21
時
30
分　

＊
飛
び
入
り
大
歓
迎
（
当
日
お
越

し
く
だ
さ
い
）

【
着
付
け
教
室
】
10
時
～
14
時

　

浴
衣
の
着
付
け
（
お
子
様
か
ら

大
人
ま
で
）

■
そ
の
他 

一
般
作
品
募
集
中
!!

■
問
い
合
わ
せ　

小
川
地
区
公
民
館

■
参
加
費

小
中
高
校
生
１
，
０
０
０
円

（
町
内
在
住
・
在
学
の
小
中
学

生　

５
０
０
円
）
、

一
般
・
親
子
ペ
ア
２
，
５
０
０

円
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
１
，

０
０
０
円
（
年
齢
無
関
係
）

■
主
催　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
・
紀
美

野
町
・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会

■
申
込
締
切

10
月
31
日
（
水
）

出
店
募
集
!!

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会
で
は
、
当
日
会
場

に
て
、
紀
美
野
町
を
よ
り
一
層

Ｐ
Ｒ
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
出
店
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
出
店
条
件
等
の
詳
細

は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

10
月
31
日
（
水
）

■
そ
の
他　

所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
用
紙
は
事
務
局
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室
内　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大

会
事
務
局

■
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

　

森
脇　

健
児　

さ
ん

　

・
松
竹
芸
能
株
式
会
社
所
属

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

《
１
５
０
０
ｍ
》
親
子
ペ
ア
の

部
、
小
学
１
年
～
３
年
男
子
・

女
子
の
部

《
２
０
０
０
ｍ
》
小
学
４
年
～
６

年
男
子
・
女
子
の
部

《
３
０
０
０
ｍ
》
中
学
男
子
・
女

子
の
部
、
高
校
一
般
男
子
・
女

子
の
部
、
50
歳
以
上
男
子
・
女

子
の
部

■
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

《
ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
10
・
55
㎞
》

高
校
～
29
歳
男
子
・
女
子
の

部
、
30
歳
～
49
歳
男
子
・
女
子

の
部
、
50
歳
以
上
男
子
・
女
子

の
部

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

《
８
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

～
ほ
し
だ
園
地
の
「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
の
上
で
秋
の
風
と
紅
葉
を
感
じ
よ
う
！
～

紀
美
野
町
動
木
287

　

紀
美
野
町
役
場

　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

「
秋
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
」係

ご
住
所

　
　
　

お
名
前

※
返
信
面
は
空
白
の
ま
ま
で

①参加希望者氏名
　（代表者）
②ご住所
③年齢・電話番号
④その他参加者氏名
⑤ご住所
⑥年齢・電話番号

〒640-1192

郵便番号

往信

返信

第
13
回 

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
‼

小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

教育委員会
　教育課
　　生涯学習室

℡ 073‐489‐5915

　　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐498‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368

12
月
16
日
（
日
）
９
時
開
会

ふ
れ
あ
い
公
園
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
周
辺

｢

秋
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ｣

参
加
者
募
集
！
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

３
日　

お
は
な
し
会

10
日　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

17
日　

ク
ラ
フ
ト
教
室

24
日　

こ
け
だ
ま
つ
く
り

31
日　

オ
セ
ロ
で
遊
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
日　

お
は
な
し
会

10
日　

人
形
劇

17
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
よ
う

24
日　

ゲ
ー
ム
大
会

31
日　

休
み

『
こ
け
だ
ま
つ
く
り
』

　
　
み
ん
な
で
こ
け
だ
ま
を

作
っ
て
み
よ
う
！

■
日
時　

10
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

15
時
～
16
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
工
芸
美

術
室

■
参
加
費　

無
料

■
対
象　

町
内
在
住
・
在
学
在

勤
の
方
は
ど
な
た
で
も

■
申
し
込
み　

10
月
15
日
ま
で

に
、
中
央
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

南　
　

奏
多
（
神
野
保
育
所
）

【
２
０
０
冊
】

　

小
川　

巧
貴
（
小
川
小
６
年
）

【
７
０
０
冊
】

　

桑
山
み
の
り
（
野
上
小
１
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
ロ
ン
リ
ネ
ス
」　

  
桐
野
夏
生　

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
青
く
て
痛
く
て
脆
い
」住野

よ
る　

著

歌　

の　

小　

道

炎
天
下
異
常
気
象
の
真
夏
日
よ

　
　
　
　
　

う
だ
る
暑
さ
は
も
う
限
界
に　
　
　
　
　
　

森
下　
　

玉
子

落
ち
込
み
て
居
て
は
亡お

っ
と夫

は
浮
か
ば
れ
ぬ

　
　
　
　
　

思
ひ
直
せ
ど
一
人
は
淋
し　
　
　
　
　
　
　

上
中
前　

澄
子

ふ
た
子
か
と
言
わ
れ
育
ち
し
姉
妹
な
り

　
　
　
　
　

俤
お
も
か
げた

ど
る
ふ
る
さ
と
の
庭　
　
　
　
　
　

 

梶
谷　

美
瑳
子

雨
音
の
増
す
激
し
さ
に
目
覚
め
れ
ば

　
　
　
　
　

水
の
恐こ

わ

さ
を
あ
ら
た
め
思
う　
　
　
　
　
　

横
出　
　

圭
子

ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
小
雨
こ
ぼ
れ
て
束
の
間
に

　
　
　
　
　

猛
暑
を
払
う
一
服
の
涼　
　
　
　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

目
を
と
じ
て
古
里
う
つ
せ
ば
幼
日
の

　
　
　
　
　

遠
き
想
い
出
ま
な
ぶ
た
に
差
す　
　
　
　
　

西
佐
古　

祐
子

と
お
い
日
に
水
遊
び
せ
し
谷
川
の

　
　
　
　
　

水
辺
の
数
珠
玉
秋
を
奏
で
る　
　
　
　
　
　

寺
岡　
　

幸
子

台
風
の
去
り
し
夜
空
に
星
も
出い

で

　
　
　
　
　

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
す
ず
虫
の
声　
　
　
　

奥　
　

ふ
み
代

独
り
居
の
さ
さ
へ
と
な
る
は
短う

た歌
の
み
が

　
　
　
　
　

詠
に
更
け
る
は
時
を
忘
れ
て　
　
　
　
　
　

小
根
田　

牧
子

青
空
に
遺
影
を
掲
げ
原
爆
忌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

教
卓
に
サ
ン
グ
ラ
ス
置
き
補
習
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　
　

隆
之

愛
犬
の
玩
具
繕
ふ
夜
な
べ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

和
代

傷
み
た
る
仏
に
通
す
盆
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

実
家
へ
と
乗
り
継
ぐ
電
車
盆
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝　

な
を
み

休
暇
果
つ
自
由
研
究
ま
だ
続
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

焼
き
茄
子
を
冷
や
し
て
酒
の
肴
と
す　
　
　
　
　
　
　
　

田
代　
　

哲
郎

コ
ン
ク
リ
の
亀
裂
の
増
え
て
草
む
し
る　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

浩
平

西
瓜
を
一
つ
見
逃
し
て
ア
ラ
ヒ
グ
マ　
　
　
　
　
　
　
　

岩
根　
　

利
子

湯
屋
の
窓
行
き
つ
戻
り
つ
鬼
や
ん
ま    　
　
　
　
　
　

  

今
野　
　

昭
子

開
く
た
び
稜
線
見
せ
て
揚
花
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井　

ト
シ
子

響
感
コ
ン
サ
ー
ト
「
き
み
の
」

■
日
時　

11
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
演
団
体

演
奏　

近
畿
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団

指
揮　

木
下
麻
由
加

・
デ
ン
マ
ー
ク
王
立
音
楽
ア
カ

デ
ミ
ー
指
揮
科
卒
業
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
際
マ
ス
タ
ー
修
了
。

■
入
場
無
料
（
要
予
約
）

※
10
月
30
日
（
火
）
予
約
締
切

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み

文
化
セ
ン
タ
ー
宛
て
に
Ｅ
‐
Ｍ

Ａ
Ｉ
Ｌ
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い

ず
れ
か
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〇
Ｅ
‐
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ

お
名
前
、
連
絡
の
と
れ
る
電
話

番
号
を
記
入
の
上
「
11
月
11
日

コ
ン
サ
ー
ト
予
約
」
と
明
記
い

た
だ
き
左
記
に
メ
ー
ル
を
送
信

く
だ
さ
い
。

　

m
isatohall@

tow
n.kim

ino.lg.jp

〇
電
話

　

水
曜
日
～
日
曜
日　

９
時
～
17
時

〇
Ｆ
Ａ
Ｘ

チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
に

送
信
く
だ
さ
い
。

０
７
３
‐
４
９
５
‐
９
０
８
８

【
チ
ラ
シ
配
布
場
所
】

文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館

（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

※
い
ず
れ
も
、
お
申
し
込
み
後
確

認
の
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
の
連
絡
に
て
予
約
完

了
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

文
化
セ
ン
タ
ー

（
水
曜
日
～
日
曜
日　

９
時
～
17
時
）

■
日
時　

10
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
２
階
調
理
実
習
室
）

■
講
師　

梅
原
健
嗣
さ
ん（
う
を
清
）

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん

■
内
容　

さ
ん
ま
の
か
ば
焼
き
と

イ
ワ
シ
の
つ
み
れ
汁
他

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い
と
う
・

上
ぐ
つ

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
対
象　

小
学
生
と
未
就
学
児
お

よ
び
保
護
者
の
方（
先
着
25
人
ま

で
。
未
就
学
児
は
保
護
者
の
方

と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み　

10
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

「
お
す
す
め
の
昔
話
・
絵
本
」

                 

コ
ー
ナ
ー
設
置

（
中
央
公
民
館
図
書
室
）

　

子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
育

む
内
容
が
い
っ
ぱ
い
の
、
な
つ
か

し
い
昔
話
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

図
書
室
だ
よ
り

―
天
上
の
響
き
に
酔
う
―

み
さ
と
ホ
ー
ル
体
感
会
―

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

「
第
８
回
魚
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

交
流
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
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川
か
ら
引
き
返
し
今
度
は
妙
見
山
の

麓
を
通
っ
て
児
玉
の
山
の
方
へ
歩
き
、
折

か
ら
咲
い
て
い
た
密
柑
の
花
の
香
を
殊
の

外
な
つ
か
し
み
、
更
に
数
百
ｍ
北
に
あ
る

樫
河
池
を
訪
れ
草
夫
の
母
が
用
意
し
て
く

れ
た
弁
当
を
開
き
ま
す
。
こ
の
池
は
今
よ

り
も
ず
っ
と
美
し
く
周
囲
に
家
な
ど
は
な

く
、
山
の
中
の
湖
と
い
っ
た
雰
囲
気
を
漂

わ
せ
て
い
ま
し
た
し
、
池
の
東
北
に
沿
っ

て
小
径
が
あ
り
背
後
は
小
さ
な
松
山
で

す
。
池
の
真
中
や
や
北
に
小
さ
な
島
が
一

つ
浮
か
び
渇
水
期
に
な
る
と
西
の
方
か
ら

陸
続
き
に
な
る
う
っ
と
り
と
す
る
よ
う
な

美
し
い
景
色
で
す
。
自
然
の
山
河
を
愛
す

る
牧
水
の
心
を
ひ
か
な
い
筈
が
あ
り
ま
せ

ん
。近

代
短
歌
史
上
二
な
き
名
歌
「
幾
山

河
超
え
去
り
ゆ
か
ば
さ
み
し
さ
の
果
て
な

む
国
ぞ
今
日
も
旅
ゆ
く
」
は
早
稲
田
大
学

在
学
中
、
宮
崎
県
へ
帰
郷
の
途
、
岡
山
県

に
立
ち
寄
り
、
通
り
か
か
っ
た
名
も
な
き

山
道
で
作
っ
た
も
の
で
す
が
、
「
淋
し
さ

の
果
て
な
む
国
」
こ
そ
漂
泊
の
旅
を
愛
す

る
牧
水
の
憧
憬
で
あ
り
、
こ
の
樫
河
池
か

ら
眺
め
た
黒
沢
の
山
々
や
野
上
川
も
、
ま

た
、
牧
水
に
と
っ
て
は
幾
山
河
の
世
界
で

あ
り
、
さ
す
ら
い
の
ひ
と
と
き
心
を
満
た

し
心
に
刻
ん
だ
山
河
だ
っ
た
の
で
す
。
牧

水
の
長
女
「
み
さ
き
」
は
父
の
思
い
出

を
、
「
（
父
が
）
山
を
愛
し
た
の
は
、
そ

こ
に
渓
が
あ
り
、
樹
木
が
あ
り
、
鳥
が
い

た
か
ら
だ
っ
た
。
新
緑
の
頃
、
晩
秋
の
散

り
残
っ
た
黄
葉
の
頃
、
そ
し
て
葉
の
落
ち

つ
く
し
た
冬
木
立
の
眺
め
、
花
も
常
緑
樹

も
牧
水
は
涙
ぐ
む
お
も
い
で
愛
で
い
つ
く

し
ん
だ
。
牧
水
は
愛
情
を
こ
め
て
、
し
か

も
淡
々
と
こ
れ
ら
を
写
し
残
し
た
。
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
草
夫
は
牧
水
の
印
象
と

し
て
「
淡
泊
で
純
情
、
あ
の
歌
そ
の
ま
ま

若
者
」
と
評
し
て
い
ま
す
が
、
野
上
を
訪

れ
た
当
時
34
歳
の
牧
水
に
対
し
20
歳
の
草

夫
が
「
純
情
な
若
者
」
と
感
じ
た
程
、
年

齢
に
関
係
な
く
青
春
の
心
を
い
つ
も
失
わ

な
い
牧
水
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
美

し
い
心
と
、
殊
に
自
然
に
対
す
る
ひ
た
む

き
な
愛
情
を
豊
か
な
詠
嘆
で
表
現
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
人
々
の
心
を

と
ら
え
続
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
西
行

法
師
は
旅
を
通
し
て
自
然
を
歌
い
、
芭
蕉

も
ま
た
漂
泊
の
旅
に
人
生
の
真
を
詠
じ
ま

す
が
、
こ
の
二
人
を
愛
し
慕
っ
た
牧
水
も

当
然
さ
す
ら
い
の
旅
を
続
け
ま
す
。
こ
う

し
て
動
木
の
初
夏
の
山
野
の
散
策
を
愉
し

ん
だ
牧
水
は
こ
の
日
の
夜
も
草
夫
宅
に
泊

り
、
夜
は
夜
で
酒
を
飲
み
、
美
し
い
声
で

詩
を
吟
い
ま
す
。

翌
31
日
は
鮎
解
禁
日
で
す
。
草
夫
は
、

野
上
川
で
鮎
釣
り
を
し
て
食
べ
て
も
ら
お

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
か
な
り
激

し
い
雨
で
川
が
濁
流
で
駄
目
、
闇
の
鮎

秋
の
限
定
企
画

天
の
川
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
が

見
え
る
カ
フ
ェ

お
馴
染
み
の
「
天
の
川
が
見
え

る
カ
フ
ェ
」
に
、
距
離
２
５
０
万

光
年
の
「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
」

の
観
察
に
最
適
な
ア
イ
テ
ム
を
プ

ラ
ス
！
昨
年
は
悪
天
候
が
多
か
っ

た
た
め
、
今
年
の
秋
も
ア
ン
ド
ロ

メ
ダ
銀
河
に
迫
り
ま
す
。

■
日
程

10
月
６
日（
土
）、７
日（
日
）、

13
日（
土
）

・
天
文
台
カ
フ
ェ

18
時
頃
～
22
時
頃
ま
で
営
業
、

有
料
。

・
星
空
ツ
ア
ー
（
観
望
会
）

参
加
費
２
０
０
円

（
１
回
目
）

19
時
30
分
～
20
時
30
分

（
２
回
目
）

20
時
30
分
～
21
時
30
分

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
主
催　

み
さ
と
天
文
台
友
の
会

■
天
候
判
断

悪
天
候
の
場
合
は
カ
フ
ェ
は
実

施
し
ま
せ
ん
。
当
日
の
15
時

に
天
候
判
断
し
、
天
文
台
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

（
解
禁
日
前
の
密
漁
の
鮎
）を
買
っ
て
来
て

食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。
牧
水
は
そ
の
塩
焼

き
を
「
と
て
も
う
ま
い
」
と
何
回
も
く
り

返
し
た
そ
う
で
す
。
牧
水
全
集
に
よ
る
と

「
鮎
つ
り
の
思
い
出
」
の
歌
が
16
首
も
あ
っ

て
、
父
立
蔵
と
共
に
10
歳
に
な
る
前
か
ら

鮎
釣
り
に
出
か
け
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
従
っ
て
野
上
川
の
鮎
は
牧
水
の
郷
愁

を
誘
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
日

は
一
日
草
夫
の
家
で
過
ご
し
、
夜
、
和
歌

浦
か
ら
船
で
熊
野
へ
向
か
う
予
定
で
し

た
。
紀
勢
線
の
な
い
頃
で
し
た
か
ら
船
が

唯
一
の
交
通
手
段
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
で
雨
は
か
な
り
激
し
い
し
夕
方
に
な
っ

て
も
止
み
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
中
和

歌
浦
ま
で
は
大
変
で
す
か
ら
草
夫
は
も
う

一
泊
な
さ
る
よ
う
勧
め
ま
す
。
そ
の
時
、

牧
水
は「
野
上
君
ち
ょ
っ
と
筆
と
墨
を
」と

言
っ
て
、即
興
の
歌
を
短
冊
に
書
き
ま
す
。

五
月
の
雨
、
そ
れ
が
大
雨
で
あ
っ
て
も

「
さ
や
け
さ
」
と
聞
く
と
こ
ろ
に
牧
水
の

真
骨
頂
を
か
い
間
見
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
こ
の
歌
は
草
夫
秘
蔵
の
も
の
で
、
あ

の
特
徴
の
あ
る
丸
味
を
帯
び
た
魅
力
た
っ

ぷ
り
字
で
墨
痕
鮮
や
か
な
も
の
で
す
。
草

夫
は
、
そ
の
時
の
様
子
を
「
小
鳥
で
も

囀
っ
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
そ
の
美
し
い

声
で
微
吟
し
つ
つ
作
ら
れ
た
。
」
と
も

「
そ
の
後
、
牧
水
の
歌
を
愛
誦
す
る
た
び

に
、
い
つ
も
微
吟
し
つ
つ
短
冊
を
書
い
た

あ
の
時
の
姿
が
、
自
然
に
ま
な
か
い
に
浮

か
ん
で
き
て
、
人
な
つ
か
し
い
牧
水
の
魂

に
触
れ
る
思
い
が
す
る
。
」
と
も
述
べ
て

い
ま
す
。

（
昭
和
26
年
６
月
６
日
付
大
成
新
聞
）

（
野
上
を
訪
れ
た
若
山
牧
水
よ
り
）

４
話
に
続
く

９
月
13
日
に
毛
原
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
全
18

ホ
ー
ル
を
一
生
懸
命
プ
レ
ー
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
括
弧
内
は
打
数
、敬
称
略
）

■
男
子
の
部

優　

勝　

中
本
侑
喜（
85
）　

毛
原
中

準
優
勝　

吉
田
穎
弘（
90
）　

毛
原
中

３　

位　

南
条
俊
樹（
94
）　

毛
原
宮

■
女
子
の
部

優　

勝　

福
岡
規
子（
95
）　

毛
原
中

準
優
勝　

硲　

艶
子（
98
）神
野
市
場

３　

位　

弓
庭
美
鶴（
102
）　

毛
原
宮

船
出
せ
む
こ
よ
ひ
な
り
し
を
君
が
や
ど
に

　

の
こ
り
ゐ
て
聞
く
雨
の
さ
や
け
さ　

牧
水

― わが町サークル ―
「 野 上 J S C 」

私たちは日々、大会に向けて一生懸命練
習に励んでいます。サッカーを通していろ
んなことを学び、心身ともに成長していま
す。

活動場所は紀美野町スポーツ公園多目的
人工芝グラウンドで練習していますので、
興味のある方は見学に来てください。
■活動日時　毎週木曜日
　　　　　　19時～21時
■監　督　赤阪明彦
■コーチ　芝崎泰章

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

 

そ
の
百
四
十
六

野
上
を
訪
れ
た
若
山
牧
水（
第
３
話
）

紀
美
野
町
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
協
会

毛
原
大
会
結
果

左奥より女子３位、女子準優勝、
男子準優勝、男子３位、前列左
より女子優勝、男子優勝

天
文
台
イ
ベ
ン
ト
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  学校だより
　『地区共催総合防災訓練を実施しました』

紀美野町立美里中学校

８月 26 日に下神野地区・福田地区・上神野地区自
主防災組織と共催で、本校体育館を第２次避難所と想
定しての避難訓練を実施しました。今年で７回目にな
りますが、地域の皆さまのお力をお借りしての地域共
催総合防災訓練を無事終えることができました。

いつどんな災害が起こるかもしれない昨今、災害が
起こった時の中学生の主な役割は、「自助」自分の命
を守りながら、「共助」家族や地域の方々を助けるた
めに動くことだと言われています。そのためには、や
はり日頃からの訓練が必要です。

３年生は「避難者登録訓練」と「オイル缶鍋炊きご
飯実演」を行いました。今回、初めて地域の方だけで
ご飯炊きを体験していただきました。そうして炊けた
ご飯をおにぎりにして試食していただき「おいしいよ」
という感想をいただきました。２年生は参加者対象の

「防災グッズ（マイトイレ・マイスリッパ）」づくりと、
今回新たに「防災クイズ」を考え、全体で皆さんに考
えていただきました。１年生は「AED 講習・体験」
を行いました。他にも「煙体験」や「起震車体験」、「防
災用品・避難グッズ展示」など行いました。また、海
南警察署や派出所の方から、防災や防犯についてのお
話しをしていただきました。

内容を少しずつ変えながら来年度以降も続けていき
たいと思います
ので、今後とも
ご参加お願いい
たします。

  天文台だより
　『博物館実習生の受け入れ』

研究員　硲間拓郎

７月～８月にかけて、みさと天文台に和歌山大学の
学生さんが博物館実習のため来台しました。

博物館実習とは学芸員の資格取得のために必要な実
習で、実際に博物館や科学館などの仕事を体験して学
びます。

天文台の運営には開館準備、備品・施設整備や清掃
などの日常的に欠かせない仕事から、観望会・イベン
トの運営のようにその時その時で応用力が試される仕
事まで、幅広い内容があります。

実 習 生 の 方 に は 望 遠 鏡 用 接 眼 レ ン ズ の 手 入
れ、コード類のはんだ付け、観望会での人の誘導、
STARPARTY での小型望遠鏡担当など、実に様々な
内容を学んでもらいました。

みさと天文台では、地道な仕事から望遠鏡の操作ま
で天文台の運営を学んでみたいという博物館実習生の
受け入れも行っています。

８月 26 日にスポーツ公園と農村総合センターにて、
平成 30 年度紀美野バレーボール大会が開催され、町
内外から全 16 チームが参加しました。

トップリーグでは JVC 下津が、チャレンジリーグ
では亀川少女バレーボールクラブがそれぞれ優勝しま
した。

紀美野町スポーツ少年団の美里バレーボールクラブ
はトップリーグに出場し、敢闘賞を受賞しました。

８
月
26
日
和
歌
山
東
公
園
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
第
40
回
近
畿
選
抜
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
優
勝

大
会
和
歌
山

県
予
選
大
会

に
お
い
て
、

見
事
優
勝

し
、
11
月
22

日
大
阪
市
立

体
育
館
で
行

わ
れ
る
近
畿

大
会
に
出
場

し
ま
す
。

平成30年度紀美野バレーボール大会に
美里バレーボールクラブが出場

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー『
オ
リ
オ
ン
ク
ラ
ブ
』

近
畿
大
会
出
場
‼
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１
．
ガ
ス
機
器
の
取
り
付
け

●
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
為
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
な
ど

は
機
器
と
の
接
続
部
分
を
ホ
ー
ス
バ
ン
ド

な
ど
で
確
実
に
締
め
付
け
る
と
と
も
に
、

正
確
な
長
さ
で
取
り
付
け
、
ひ
び
割
れ
な

ど
の
劣
化
が
な
い
か
点
検
し
て
く
だ
さ

い
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を
壁
や
柱

の
近
く
に
取
り
付
け
る
と
、
表
面
は
熱
に

強
い
材
料
で
覆
っ
て
い
て
も
、
長
年
に
渡

る
使
用
で
内
部
の
木
材
が
炭
化
し
て
、
発

火
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
壁
や
柱
か

ら
は
離
れ
た
場
所
に
取
り
付
け
ま
し
ょ

う
。

２
．
ガ
ス
機
器
の
使
用

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
中
は
、
絶
対
に
そ
の

場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
、
ど
う
し
て
も

離
れ
る
場
合
は
例
え
短
時
間
で
あ
っ
て

も
、
必
ず
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
て
く
だ
さ

い
。

●
グ
リ
ル
付
き
コ
ン
ロ
は
外
か
ら
炎
が
見
え

に
く
い
た
め
、
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
忘

れ
、
そ
の
場
を
離
れ
た
こ
と
に
よ
る
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ル
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
グ
リ
ル
内
を
清
掃
し
、
水

入
れ
皿
に
水
を
入
れ
使
用
す
る
よ
う
に
し

８
月
８
日
～
10
日
の
３
日
間
、
美
里
中
学

校
２
年
生
の
生
徒
２
人
（
写
真
右
・
上
野
山　

雄
斗
君
、
写
真
左
・
古
岩　

倖
亜
君
）
が
職

業
体
験
学
習
の
た
め
消
防
署
に
て
、
放
水
、

救
助
、
救
急
訓
練
を
体
験
し
、
防
火
意
識
の

高
揚
と
救
命
活
動
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を

深
め
ま
し
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
短
時
間
で
全
身
に

激
し
く
現
れ
る
こ
と
を
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
」
と
い
い
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す

状
態
に
な
る
こ
と
を
医
学
的
な
用
語
で

「
シ
ョ
ッ
ク
」
と
言
い
ま
す
。
全
身
の
発
疹

や
痒
み
、
顔
面
の
は
れ
な
ど
の
他
、
症
状
が

重
い
場
合
に
は
血
圧
の
低
下
や
意
識
障
害
が

起
こ
り
ま
す
。

原
因
は
様
々
で
、
食
べ
物
や
薬
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
特
に
こ
の
時
期
に
は
ス
ズ
メ
蜂

に
よ
る
虫
刺

さ
れ
に
注
意

す
る
と
と
も

に
、
症
状
が

発
症
し
た
場

合
に
は
、
早

急
に
医
療
機

関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

て
く
だ
さ
い
。

●
コ
ン
ロ
の
周
囲
は
、
整
理
・
整
頓
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

３
．
換
気
は
し
っ
か
り
忘
れ
ず
に

●
ガ
ス
が
燃
焼
す
る
た
め
に
は
、
多
量
の
新

鮮
な
空
気
を
必
要
と
し
ま
す
。
空
気
が
不

足
す
る
と
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
、
有
毒

な
一
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
の
で
大
変
危

険
で
す
。
換
気
扇
を
回
す
、
窓
を
開
け
る

な
ど
、
換
気
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

４
．
地
震
が
発
生
し
た
時
は
・
・
・

●
ガ
ス
機
器
を
使
用
中
に
地
震
が
発
生
し
た

時
は
、
慌
て
ず
に
火
を
消
し
、
ガ
ス
の
元

栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
使
用
中
の
ガ
ス

機
器
に
近
づ
け
な
い
よ
う
な
、
揺
れ
の
大

き
な
地
震
の
場
合
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を

図
り
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
で
対
処
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
し
て
い

た
コ
ン
ロ
、
湯
沸
か
し
器
な
ど
は
確
実
に

消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
ガ
ス
漏
れ
に
気
付
い
た
時
の
注
意
点

●
ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
異
常
に
気
付
い
た
場
合

は
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
窓
を
開
放
し

空
気
の
入
れ
換
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
は
、
換
気
扇
、
電
灯
な
ど
の
ス
イ
ッ

チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ
に
は
、
決
し
て

触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
わ
ず
か
な
火

花
で
も
爆
発
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。

■
申
し
込
み
期
限　

10
月
19
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

８月の消防の動き
●火災発生件数…1 件
　（その他の火災 1）
【事故種別搬送人員】

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 28（１） 28（１）

一 般 負 傷 １6（2） １6（2）

交 通 事 故 　 　

そ の 他 ３ ３

合 計 47（３） 47（３）

アナフィラキシーを引き起こす代表的原因
（アレルゲン）

昆虫（スズメバチなど）に刺される

食物（卵、牛乳、小麦、そば、
　　落花生など）を摂取する

その他、薬物（抗生物質、解熱鎮静剤、
ワクチン、麻酔薬など）、ラテックス（天
然ゴム手袋など）や運動でもアナフィ
ラキシーを引き起こすことがあります。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
11
月
４
日(

日)

で
す

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
及
び
事
故

の
防
止

職
業
体
験
学
習
を
終
え
て

救
急
コ
ー
ナ
ー

『
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
』
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紀美野町の人口（ ）内は前月比 総人口　8,990人（－13） ［男4,144人（－11） 女4,846人（－2）］

【平成30年 8 月末現在】 世帯数　4,302世帯（－ 7 ）　面積　128.34㎢

8 月の人口の動き（平成30年 8 月 1 日～31日）　転入11人　　転出12人　　出生 0 人　　死亡12人

土
地
の
有
効
利
用
の
実
現
の
た
め
に
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
出
来
る
限
り
の
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何

よ
り
も
土
地
施
策
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
紀
美
野
町
で
も
、
一
筆
ご
と

の
土
地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
を
調
査

し
、
境
界
の
位
置
と
面
積
を
測
量
す
る
地
籍

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
明
添
の
一
部
（
下
隠

地
）
、
毛
原
下
の
一
部
（
ヒ
ツ
岩
・
小
別

当
・
大
岩
浴
・
烏
帽
子
岩
・
ナ
メ
ラ
滝
・
岩

瀬
）
で
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

美
里
支
所　

建
設
室　

地
籍
調
査
係　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
１

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
自衛官候補生（男子）採用試験について

日　程 時間（基準） 試験会場 資格等
10月31日（水） 8:00～17:00 県民文化会館

18歳以上27歳未満の日本国
籍を有する者11月24日（土） 8:00～17:00

自衛隊和歌山地方協力本部
(和歌山市築港1丁目14-16)

■問い合わせ　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　
　　　　　　　℡ ０７３７‐８２‐６６３１（Fax兼）

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

５日（金） 11時 ～ 犬・猫の飼い方講習会【14日（日）・21日（日）・28日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500

15日（月） 13時 ～ 行政相談【15時まで】 小川出張所 総務課 489‐5912

16日（火） 13時 ～ 行政相談【15時まで】 志賀野公民館 総務課 489‐5912

18日（木） 13時 ～ 行政相談【15時まで】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471

25日（木） 移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912

その他　行事のおしらせその他　行事のおしらせその他　行事のおしらせ 10月

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」
で
す

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐ ２４３０‐９９
フリーダイヤル
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二
つ
の
台
風
が
立
て
続
け
に
襲
来
し
、
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
暴
風
雨
だ
っ

た
た
め
、
町
内
で
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

こ
の
暴
風
雨
に
よ
り
、
土
砂
崩
れ
で
家
屋
が

倒
壊
、
電
柱
や
木
々
が
倒
れ
た
こ
と
に
よ
り
電

線
が
切
れ
大
規
模
な
停
電
が
発
生
、
ま
た
、
道

路
が
通
行
で
き
な
く
な
る
な
ど
多
く
の
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
水
道
が
停
電
に

よ
り
断
水
と
な
っ
た
た
め
、
多
く
の
方
々
に
ご

不
安
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
町
で
は
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
に
よ

る
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
の
た
め
の
災
害
支

援
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
今
月
の
配
布
物

「
台
風
20
号
・
21
号
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
へ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
避
難
所
と
し
て

指
定
し
て
い
る
施
設
で
避
難
所
と
し
て
利
用
す

る
場
合
を
除
き
、
警
報
発
表
中
は
、
施
設
の
貸

し
出
し
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
を
使
用
中
で
あ
っ
て
も
警
報
が

発
表
さ
れ
た
時
点
で
、
使
用
を
制
限
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

〈
使
用
制
限
の
か
か
る
施
設
の
例
〉

公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
天
文
台
、
ス

ポ
ー
ツ
公
園
、
農
村
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い

公
園
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
避
難
ス
ペ
ー

ス
を
除
く
）
等

志
賀
野
出
張
所
・
診
療
所
は
台
風
21
号
で
建

物
が
被
災
し
た
た
め
、
志
賀
野
地
区
公
民
館
内

に
仮
設
移
転
し
、
業
務
を
し
て
い
ま
す
。
業
務

時
間
、
診
療
時
間
、
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

■
場
所　

志
賀
野
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
野
22
番
地
１
）

■
業
務
日
時　

　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

水
曜
日

　
　

８
時
30
分
～
12
時

■
診
療
日
時　

金
曜
日
13
時
～
16
時

■
電
話
番
号

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
１
１
２

公
民
館
は
通
常
通
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ

ど
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
26
日
に
下
神
野
地
区
自
主
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

防
災
ク
イ
ズ
を
は
じ
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
心

肺
蘇
生
法
、
起
震
車
・
煙
体
験
、
非
常
グ
ッ
ズ

展
示
、
防
災
グ
ッ
ズ
・
非
常
食
作
り
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。

台
風
20
号
・
21
号
に
よ
り
多
く
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た

こ
の
度
の
台
風
20
号
・
21
号
の
暴
風

雨
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま

に
、心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
警
報
」
発
表
中
の
施
設
の
貸
出

制
限
に
つ
い
て

志
賀
野
出
張
所
・
診
療
所
が
仮
設

移
転
し
ま
し
た

下
神
野
地
区
自
主
防
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た

広　告


